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は じ め に

長野県立歴史館ブックレット「遮、るさとの文化財を守る一いに

しえの技を現代の技術がのこす―」では、長野県立歴史館でふだ

んはご覧いただけない部分を紹介します。

みなさんが教科書の写真などで日にする、私たちの先祖が使っ

た土器や木、金属の道具などは、年月がたつにしたがい、こわれ

たり、錆びたりして、そのままにしておくとだめになってしまう

ものがたくさんあります。また古文書や書画などの資料も、大切

にあつかい、保管しておかないと傷んでしまい、見ることができ

なくなります。それらを保存し、私たちの 7・孫に伝えていくため

に、どのような手段や方法をとっているのでしょうか。

この本では三つの内容に分けてみていきます。まず、「先人の

保存の知恵」では歴史を振り返りながら、当時の人びとの保存す

るための施設はどのようなもので、どのように利用していたかを

紹介します。そこには自然条件を生かす知恵があふれています。

次に「のこされたものを伝えるために」では、上 。木 。金属 。

紙などでつくられたものを個別に保存する方法や修復の実際を見

ていきます。保存や修復の知識や技術は先人が長い問少しずつ T:

夫を加えて伝えてきました。これに科学の発達、薬品の開発など

により新しい技術も加わわってきました。先端技術を導入した例

ものせました。

そして「未来へつなぐ」では、せっかく残したものを失わない

ようにするための工夫とともに、その課題について考えます。み

なさんの身近からできる工夫も紹介します。

前号の「歴史と遊ぼう―みてみよう、やってみよう一」とあわ

せて読んでいただけると、県立歴史館全体の見学をすることがで

きます。ふだん目にすることが少ない部分ですが、先人の知恵や

技術をみて、将来に生かすためのヒントを感じ取っていただけれ

ば幸いです。

2004年 3月



凡 例

。なるべく専門用語をさけ、一般的に使う言葉にしました。そのためわかりにくい言葉は説明を

入れるようにしました。
。「復原」は環境などを再現する用語として、「復元」は保存処理のなかで元の状態に近づける用

語として使用しています。
。「史料」は古文書や公文書、書籍などの歴史資料を示す場合に使用しました。
・小学校で学習する漢字を使い、それ以外の漢字はルビを振りました。
・動植物名については、家畜や栽培植物については漢字を使い、それ以外は片仮名を使いました。
・写真などの協力者の敬称は略しました。
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◆貯蔵穴と水さらし場

米作りが伝わる前の都L翅時代にも食半|

の保存がおこなわれた助1が発

'こ

されてい

ます

ドの7メ r〔は中野 ||∫栗林遺助1か ら発見さ

れたポL文時代後期 (約 3500イ li前 )の貯蔵

穴のWil白 iの ようすです Wil漁 iに クルミの

′
り〔が ,こえますね 当時の l:要な食糧であ

ったクルミ・ナラ・トチ等の本の実を秋

に収穫し、地 1自 iにグ(を 11っ て‖|:蔵 したこ

とがわかります.栗林遺跡からは、湧き

水の近くで同じ時代の水さらし場も発 ;こ

されました

ナラや トチの実を粉にする石皿と磨石

(中野市栗林遺跡 縄文時代後期 長野県立歴史館蔵 )
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縄文時代後期 長野県立歴史館蔵 )



ナラや トチの実は灰,|が強く、そのま

までは食べることができません ,水にさ

らしたり、火を炊 tヽ たりして灰,|‐ 1友 きを

したのでしょうか また本の実は虫がつ

きやすくそのままでは虫に食われてしま

います 木の′り(を 水につけて虫殺しをし

たのでしょうか 栗林遺跡ではクルミが

たくさん発見されています 水につけて

クルミの外側の皮を腐らせたのでしょう

か 縄文時代の人びとの食料保 rfの知1忠

がうかがえます

でも食料の保存だけが縄丈時代の人び

との知1恵ではありません 季節ごとに山

や川・海から得られる食料をよく知|っ て

いたようです 季節に応じて取れる新鮮
なものを食べる これも縄 丈時代の人び

との知恵かもしれません
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水さらし場

(中野市栗林遺跡 縄文時代
後期 長野県立歴史館蔵 )
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畜えられたもみ

長野市榎田遺跡 弥生時代 長野県立歴史館蔵
―辺約25mの 正方形の穴から約63k9も の炭化 したもみ
か見つか,た
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床式倉庫

◆争いの種にもなつた米

およそ25()()イ li l11の リカt′ lillキ代に|よ 、日本ケ||

||,;ご も米作
`)が
おこなわれるようにな |)ま

した 米は|‖tが よく、 もムの1りt態 ならば何
イ
lillllも 保イ「できま

‐
ケ 1く ||』 さえてきれlf使

不IIな 食料 ご、||1産にもなるものでした

tヽ りほう、liを ネヽリドiし 米を1く確するに|よ

｀
11イ litt tヽ IJIIIIIが必要です また、||1水路な

との ll木作業をおこなわなければなI)ま せ

ん ノ(1ク tの撃′イ十も受けや―ケく、毎イlilり (ま っ

た1(穫 lltが保||||:さ れてもtヽ ません

だから本|よ ||1産であるとともに、11い や

‖1各

`ド

のもとになったと考えられます
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「科野のムラJ堅穴住居と高床式倉庫 1古墳時代中期 千曲市森将軍塚古墳館蔵|



◆高床式倉庫の工夫

ノI:|ヽ の写サ
l(の
建物は、歴 lた館の敷地から

発見さオした II「 jIIHキ fい ||ヒチt(約 1600イli前 )σ)

建物助1を もとに復ノ亡されました 地 1白 iか ら

柱をウ:て 、高いところに床をもうけた建物

で 1高床式倉サ:liJと 呼ばれています もみ

などの1く千嵯11/Jを 1「えるイ)卜 liと して使 |‖ さオl

たと考えられています 床 ドには「ねずゑ

返しJと |1乎ばれる板が1寸 いています 倉IIli

に人|)も みなどを食い荒らされないための

|:人です 高床式倉lrliの 高さや扉のようす

をみると、 もみを1山 1白 iか らあがる,ll気やネ

ズミのliチから
′、1:る ほかに、1卜‖[か ら守る意

味もあったと考えられます

時代が進むにつれ、米作りは大規模にな

っていきました それにともない大きな倉

|:li~t~も スを保竹するようにな |)ま した 保

11す るもみの IItが増えるにつれ、イ∫りJ者の

力も大きくなってい )́たのでしょう

はしこ材と扉材

(長野市榎田遺跡 古墳時代中期 長野県立歴史館蔵 )
長野市榎田遺跡では古墳時代の高床式倉庫の木材が発

見された.,見 つかった本材の一つに25mほ どの長さ
のはしごがある. はしごの長さから推定すると、床は

2mほ どの高 さであったと思われる ,入 り回の扉は
「かすがいJと いう横棒 を通 したうえ、鍵をかけたも

のと思われる .

見つかった木材から復元された高床式倉庫

(長野県立歴史館蔵 )
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高床式倉庫 1古墳時代中期 千曲市森将軍塚古墳館蔵 )

ねずみ返し (古墳時代中期 千曲市森将軍塚古墳館蔵 )



「須坂市ふれあい館しらら、じ」の土蔵

長野県には土蔵の残る町並が数多く見られる[

厚い扉のある窓

銅の格子と金網が貼られていて、虫の侵入を防ぐ。

◆土蔵の普及

江戸時代も
｀
卜ばになると、全1可的

に町人や村人の間で「 L蔵」が ,子及

するようになります ,11蔵 とは、1性

を 11や漆喰で厚く塗って仕 11げた倉

のことをいいます.経済が発達し、

裕福になった人びとにとって、
「
に

入れた員オ産を安全に、よい状態で保

竹しておく建物が必要となったので

す_

_11蔵には liに 食品を貯蔵しておく

米蔵・味噌蔵、ノ|:活用品を入れてお

く文膊i蔵 。衣装蔵、住1:|と しての店

蔵・座敷蔵などがありました さら
に洒蔵や醤油蔵は、醸造ナリ「としてな

くてはならないものでした 使う‖
的によって、 上蔵の造り方は異なっ
ています

◆土蔵の工夫

L蔵の壁は厚く、30clnほ どあり

ます1窓の数は少ないうえ、小さめ

にできているので、 ll蔵の内部は外

気にあまり影響されません ,ll度や

湿度は ・11を 通 して安定 していま

す.厚い 11壁は火を寄せつけません
`

密閉度が必要な 11蔵の場:は両開きで

厚く、段亥1み をつけてあります 火
災が起きると扉と窓を開め、すき1問

に味噌や 11を塗って火の侵人を防ぎ
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ノ
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″
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ました Iノj`巳の |力 iでは、「‖)11に litを

'tら

オしないように、 114に イiべつかオ)ら

を並べて塗 |)こ めた1)し ました 人

|)||に 板をお|めに|「
'1い て (ねずゑ返

し)、  ネズミのlilか ら
′、1:´ )た I)も し

ました

◆地域の特色を生かして

地方支のJIせ Jた と llttσ )造 |)ノJは密接

に結びついています けれiが itを抱
きかかえている 1建てぐるみ |と い

う ll蔵は、 l'磁 li方 j也 ノブσ)都 |lfに 多くサ[

られます |::州の厳しい冬の||キ 101や、

′1:や
1寸1の |「ごもイ

i勿の|||し 人オしをしや

すくする li人です |‖ 14:久 1耶・l洲 (li方

|||力 lij也 ブプに多く見られる 1蒸寵1支 |

は、柱を用いず材本を韓リリに組み合

わせています 木|イ が11ヤ |千な|liり ||の

山村ならではの造りといえるでし1

(111il l 1 1)tj′ )

壁の中のかわら

壁にかわらを並べて塗りこみ、簡単に破られないようにした例

ねずみ返し

出入り口に付けられた ネズミを防ぐためのしかけ

、
一
　

・一

蒸籠蔵 (川上村文化センター提供 )

食物を蒸すときに使う「蒸籠」に似ているところから名づけられた

建てぐるみ (諏訪市博物館提供 |
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松本箪笥 1明 治時代 荻原小太郎氏蔵 |

箪笥の表面 t「 :は拭漆で漆
`F,た
 拭漆は生漆を木地に薄くなった後

数回繰り返 0''り のll法  所蔵名 tt二 段 |、

「
分かれる箪笥を横に並べて使

する

松本帳箪笥 明治時代 荻原小太郎氏蔵
帳箪笥とは、商家て商売の帳簿を主 |::保

管 した箪笥のこと 外側 c~オォlt ケヤキ
か多か‐Pた  これは堅く 木目かされい
なところから使われた 角張  たと ご
は松本独自の技イlT

和紙・布などでふき取るとい う作業イう程を

,,て いる 通常は右の箪笥を卜t「 のせ使用

聯

学
~¬

．■
一鷲

・
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◆長持・箪笥の登場

中世の唐櫃・和櫃から江戸時代の大型

の長持が生まれました。いままで麻など

の衣料を中心に着ていた庶民の間に、

木綿の綿入れや綿布団などの木綿製品が

普及しました。かさばるものが増えたた

め長持が必要となりました。また、引き

出しのついた箪笥も生まれました。箪笥

は、着物を分類 。保管しておくのにとて

も便利でした。

◆箪笥の普及

信州各地の豪農・豪商は、着物などの

収納のため、婚礼道具の一つとして長

持・箪笥を娘にもたせました。

信州における箪笥の普及は18世紀後半

からです。善光寺門前町や城下町では江

戸時代後期から箪笥が普及し始めました。

農村は幕末になってからでした。

◆松本箪笥の製造

松本城下では茶器・食器を入れる茶箪

笥、帳簿を入れる帳箪笥が多く作られま

した。松本城下は商家が多かったため、

たくさんの需要がありました。明治時代
さお

初期、松本の町では年間に長持200樟、箪

笥250樟ほど製造し、県内で最大の生産地

でした。

松本箪笥の外側の材質は、堅 くて、

木目がきれいなケヤキが多く使われまし

た。箪笥の表面は漆を塗りました。生漆

を木地に薄く塗った後、和紙・布などで
ふきうるし

ふき取る拭漆という技法が使われました。

箪笥に使われる技術

留型蟻組接

三方留接

左ははめる前。右は

上からはめたところ。

剣留ほぞ接

左ははめる前。右は

上からはめたところ。

(小野和英 ) 株式会社松本民芸家具協力

13



現在も使っている風穴 (前田英一郎氏蔵 )
風穴の上に土蔵が造 られている.土蔵の入り口には
「風穴本元」と書かれ、その周りは桑の葉をかたどっ
た模様で囲まれているが、ここでは蚕の種を貯蔵。現

在は木の種子・海産物の貯蔵のために利用 しているぃ

また漬物専用の風穴があり、3戸 ぐらいで共同に利用
している.,

蚕種貯蔵風穴の分布図 (市川健夫 1風の風土誌』より転載)
1910年 (明治43)調査。風穴は全国に257基 、そのう
ちの119基 が長野県にあった.,風穴で貯蔵された蚕種
は長野県内をはじめ、関東・中部地方の各府県や福岡
県、高知県にも出荷された。

◆風穴の利用

電気冷蔵庫がまだなかったころ、自然現

象を利用した天然の冷蔵庫がありました.

山麓の岩場のすき間から冷たい風が吹き出

す風穴です二人びとは風穴で食料や種 J4な

どを保存しましたc風穴は蚕種 (蚕の卵 )

の貯蔵にも利用されました=今から100イIi

前から70年 くらい前までの長野鴫tは蚕糸業

が盛んで、蚕の繭からとれる
′
1:糸 は日本 ‐

の輸出品でした。輸出品のなかに蚕種も
=、

くまれていました。

蚕種を風穴で貯蔵する方法は1878年 (明

治11)に編み出されました.春に育てた蚕

(春蚕)に種紙の上で卵を/1_ま せたものを

風穴に入れました。7月 なかば、風穴から

出して全国に送りました。遠くは九州や四

14



風穴の内部 (有馬佳明氏蔵 )

6月 ころまで、すみに氷が残っていることが

ある.

1可からも,|:丈 がありました,そ オtま で 1イ li

111に 211:|し か11え なかった蚕が、 4・ 51111

飼えるようになりました,.

◆天然の冷蔵庫

蚕種を貯蔵した全国の風穴のうち、約 11

分は長野り出こありました 標高800mか ら

1000mの ところに多く、イiと イiのすき問か

ら冷たい風が吹き出します

5月 から8月 にかけては外気との,il度 差が

10'Ctt Lあ ることもあります 風穴は外の

気温より 1か 月おくれて変化します  ‐番

暑くなるのは9サ |ですから、その前に蚕種

を出荷するようにしていました

◆氷や雪の保管

長野鴫tに は風穴のほかに水や雪を入れ

て、冷蔵ルliと する水牢・引:11も ありましたぃ

水室に貯蔵した水は、夏になって取り出し

1信濃民報 |(長野県立歴史館蔵)
1905年 (明治38)7月 22日 の新聞、.出荷の時期になる
と、「風穴蚕種J販売の広告が一面に掲載された,,

長野市七二会の風穴あと (滝沢譲氏提供)

使われなくなって石がくずれている(、 どこにあったの

かわからなくなった風穴も多い。て使いました (田 村栄作 )

15



遺構の土層断面を切り取る

家や満など苦の人の使った施litの助iが 発

‖1調査で見つかる場合があ |〕 ます IJ‖ 査を

して写真撮影や測≒lが終わると、多くの場

合、道路や建物がつくられ、永遠に消えて

しまいます そこで部分的にでも、後|ltの

人に実際のようすを見ていただくことが必

要です.そ のため、施設の跡そのものや L

片イ断面を切り取って残す手段に保rf処理が

あります .

長rF Ilfの猟1崎城見山砦は戦1可時代 (1611:

紀)の山城跡です.断 1白iは 自然の1li積のよ

うに層になってはいません 人りJで少しず
つ盛り llげていったようすがわかります

この 11果はメ::の 11程で剥ぎとられ、保存処

理されました

軍ギ1・
・

″ .

「

I

パネルに貼り、バテ状の合成

樹脂で欠損 した部分を補う

企画展示室での展示解説

(長野県立歴史館蔵 )

塩崎城見山砦の土塁

転写面に合成樹脂を塗る 固まった後、慎重に土塁の
土層面を剥ぎとる 戦国時代の人びとが土をつき固め
なから盛り上げて作った土層がしっかりと写 しとられ

ていく

剥ぎ取った土層に土砂 を固
める合成樹脂をしみ込ませ

て強化する..

〕
′／声

０^



長野り:t立歴史館の北束方向には今も広び

ろとした水田が広がっています .千 llLj‖ の

後背油I地にあたるこの選助11汁には、弥ノli

時代から水|||に水を引くための水路が造ら

れました.そ の後｀F′女時代になると、条 LI!

という碁性の日のように整然とした区画が

造らオlま した.. また887イ li(1:不|13)の 八ヶ

岳の爆発に関連して起こったともいわれる

千曲川の大洪水による判ltヽ砂の層も発見さ

れました,,縄 文日、十代から続 く地表 ド3m以

11に及ぶ地層の堆積のようすを後lHにつた

えるために、 ll層断 lfuを求1ぎとって保存処

FI!し ました (水沢教 r)

(千曲市更埴 (屋代)条里遺跡 )

塗った合成樹脂が

完全に固まったら

ゆっくりと布を剥
がしていくぃ布に

土層が写 しとられ

ていく。

(千曲市大塚遺跡、

資料は千曲市教育

委員会蔵 )

千曲市更埴

工程 2 合成樹脂の
上に大きな

布を貼る.,

工程 1 下から上に
跳ね上げな

がら合成樹

脂をまんベ

んなく塗っ

ていく.

(屋代)条里遺跡の土層

土ち昇1き ころっこ

太漢なれをね

遺構面の内部を合

成樹脂で固めてか

ら、表面の失われ

たところにパテ状

樹脂を補い、周り

に似 た色 をつ け

るぃ保管展示用木

製板にはりつけて

完成ぃ

(千 曲市更埴 (屋

代)条里遺跡 )

|∫お彎勇,
土層の表面を平らにして合成樹脂を塗るt

ワ
′



土器や石製品を修復する

石膏による復元品

(小諸市三田原遺跡 長野県立
歴史館蔵 )

石膏は重い、害」れやすい、肖1

りによる汚れがつきやすい、

ねばりけが少ないので複雑な

造形や文様の復元は難 しいな

どの問題があった.そ こで長

野県埋蔵文化財センターでは、

木器や金属器の補填に使われ

ていたバテ状合成樹脂を土器

の修復に応用 し、技術向上に

つとめている

パテ状合成樹脂 (ワ ーカラルレジン)を 入れる

(徳永哲秀氏提供 )

通常使用 しているパテ状の合成樹脂は主剤と硬化

剤を混合 して使 うし型取りの上に少 しずつ、表面

にてかりが出ないように入れていく.土器の状況
に合わせ強度を調整 しながら入れられるようにな

るにはかなりの熟練を要する.‐

合成樹脂 (ク ラプレン)を 、復元したい土器の器壁の内側に固定する。これを型

としてその上にパテ状合成樹脂を入れていけは、欠損した土器の形が補える。こ

の型は熱を加えれは自在に変形する上、使ったものを剥いで再利用もできる.修

復の強い味方である.

多くの 11器はこわれて地中から見つか

ります.li器をしっかり観察するために

は、元の形に近い状態にしなければなり

ません`.破サl‐をつないだり、足りない部

分を補ったりして復ノこしてゆきます.,こ

れまではイi膏が使われていました,,最近

では、粘 11の ように自lllに 形が作れるパ

テ1人舎成樹月旨が使われています。この樹

脂は軽い・割れにくい・形を整えやす

い 。文様がつけやすいなどの点ですぐれ

ています.ま た L器表面iを覆ってしまう

こともないうえ、11サ |が たってももろく

なりません .

18
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パテ状合成樹脂によって復元された縄文土器

(長野市松原遺跡 長野県立歴史館蔵 )
はじめに、器面から3mm程度下げてパテ状合成樹脂
を補 う。後日、展示が必要になった時点で、器面に

樹脂を重ねながら文様をつけていく。縄文時代前期

の複雑な文様がここに再現された。

「日本の屋根」といわれる長野県には、

花同岩 。安山岩・凝灰岩などさまざまな

石があります。古くからこれらを有効に

利用して、日用品やまつりの道具などが

たくさん作られてきました。

製品の中には、長年の雨雪や風、日光

にさらされたり、地下水がしみ込んだり

しているうちに少しずつ壊れていくもの

があります。日当たりの悪いところに置

かれているものは木の根やコケ類、微生

物の影響を受けやすくなります。

保存のためには水を絶つことと、製品

自体を強化することが必要です。そこで

水をはじき、石にしみ込みやすいという

両方の特性を兼ね備えた合成樹脂を使っ

縄文時代O複雑む模様ち
ム (再現 しこいるわね

永正地蔵尊は板状の安山岩に仏身をレリーフしたもので

ある。有機溶剤で洗浄した後に、合成樹脂を筆に取って

石にしみ込ませ、地蔵尊全体を強化した。

永正地蔵尊立像 (神谷昇氏蔵)

割れた部分を接着した後に欠損部をパテ状の合成樹脂で

埋めていく。修復終了後は牟礼村のお堂に安置されてい

る。

し
げ

て保存処理します。 (水沢教子)
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木製品の保存は水分を取り除く

細胞壁

木製品の傷み方

1普通に見かける木の内部

自然木 (古墳時代中～後期・約1500年前)

水分が蒸発する時、残された水は木の内イ員Jヘ

れ、木自体も細胞壁がもろくなっているため

らえず内側へ収縮する.

21長 く水に浸かっていた本の内部 3空気中で乾燥 した木の内部

本は、内部が「細月包壁」と‖乎|ゴれるタ

ンパク質の1せでできた立体格 r構造にな

っているのでとても丈人です..と ころが、

水分が充分にある地中に長い問密封され

ているうちに、タンパク質の溶け出しや

微′li物による腐食のため細胞壁がもろく

なっています.細胞壁の内側と外側の水

サI:や濃度がつり合っているので、かろう

じて形を保っています ,水浸けだった地

中から空気中に出された木製品は、表面

から乾燥 して変形しはじめます。表面張

力が発ノ|:し て、もろくなっている剖1胞壁

を内側へ引っ張り込み、製品 |′ 1体を収縮

させてしまいます .

もろくなっている木製品をまもるに

弓き寄せら は、細胞壁内の水を、合成樹脂や糖の
その力に逆  ||[■    か

結品に入れ替えて強 くしてあげます..^

細胞壁
´

水
浸
け
保
管
中

乾
燥
後
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液化(凝縮)

水蒸気

水の分子 ①

⑩ 骰麟
③  鬱

ピ ッ

高濃度の強化斉1
0 00

，１１，
強
化
剤
を
含
ん
だ
濃
度
の
高

い
液
体
と
水
浸
け
木
製
品

内
部
の
水
が
細
胞
壁
を
隔
て
て
隣
り
合

っ
た
時
。

〇一す〇〇。くｏｏｏｏｏ。ＯⅧ̈
‐２‐
水
が
細
胞
壁
を
浸
透
し
て
高
濃
度
の
液
体
側

へ
少
し
ず

つ
移
動
し
始
め
る
。
続

い
て
高
濃
度
の
液
体
が
細
胞
壁

内
へ
拡
散
し
始
め
る
。

一‐３‐
こ
の
置
き
換
え
が
、
双
方
の
濃
度
が
均

一
に
な
る
ま
で

続
く
。

本 .I_
′ ′

に
固化 (凝固)
ヽ

ゅ鰊いい饂薩繭瘍瘍⑩贄一ゃ緻｝椰｝鱚⑩。　制̈

昇華現象の利用とは

大気中では、水が水蒸気になる

とき表面張力という木器変形の

原因が生じるので、水をいった

ん氷にしてから減圧処理で水蒸

気にして取り除く方法があるc

水 /n‐こ簡ф(2

む(a弓なぃただ

つは、液の濃度の差によってできる浸

透圧という力を利用して、温めると液体、

常温では固体になる物質を細胞壁内に送

り込む方法です。また、真空に近い中で

は、氷 (固体)が水 (液体)に ならず、

いっきに水蒸気 (気体)に変わる現象が

おこります。この昇華という現象を利用

し、細胞壁内の水分を-30℃以下で凍ら

せて取り除く方法もあります。細胞壁を

変形させる水の表面張力を発41させない

で水分を取り除く仕組みです。

地中では、水が木製品を守っていまし

たのでも、掘り出したあとは、この水を

取り除かないと守れないのです。

水浸け木製品内の水と強化剤の置き換え

細胞壁

細胞壁

〇〇。〇〇〇一｝〇。ｏ。ｏｏｏ一

(白沢勝彦 )

21



骨や骨角器は乾燥が大敵

北村遺跡の発掘調査

縄文時代中期後葉 (約 4000年 前)～ 後期 (約

3000年 前)の墓は、地表下約45mに 埋まってい

た.人 骨はウレタンで取 り上けられた後、屋内

に移動 して解体・形質の鑑定、実測等がおこな

われた、

装身具をもつ成人男子 (SHl172)

(明科町北村遺跡 長野県立歴史館蔵 )
成人男子で大 く頑丈な骨格・胸に猪の大歯製の首飾り

をかけ、右手に牙製腕輪をして、仰向けに葬られてい

る .骨表面の土を丹念に取り除いてから、有機溶剤で

クリーニングした.そ の後、合成樹脂をしみ込ませて

強化 した .当時の人の姿を知る貴重な手がかりとなっ

ている.‐

6歳 くらいの子ども (SHl193)

(明科町北村遺跡 長野県立歴史館蔵 )
身長 1 03cmの 子どもで、生前に成長を妨ける病気か飢えにあ

った痕跡が残る。子どもにとっての厳 しい生活環境を懸命に

生き抜いたことがうかがえる貴重な資料 .筆 を用いて骨に

丹念に合成樹脂をしみ込ませて強化 した。仰向けの姿勢でて

いねいに葬られていた.

日本の遺跡では、海岸部や湖沼地帯に

あるit塚 から骨がよく見つかります .

酸性上壌の日本では地中の骨はしだいに

溶けてしまいますが、貝塚では

't殻

から

しみでるカルシウムが骨を守るのです .

最近長野町tでは、貝塚ではない遺跡か

ら、獣や人の骨・骨角器などが見つかる

例が増えてきました.骨が地 ド深く〃1ま

っている 11、  ^定の水質の地 ド水に浸さ

れているために1山i接酸素とら、れあうこと

が少なかったからです またそのおかげ
で′胃'を むしばむ地中の細菌やバクテリア

の活動が抑えられてきたことも ^1大 |と 考

えられています 1‐

暇

９

″

９

“



水が十分あった遺跡から取り上げた骨

は、乾燥によってひび割れたり細かくく

だけてしまいます。そこで発泡ウレタン

フォームを使って骨の周囲の上ごと取り

あげます.室内でウレタンを解体し、合

成樹脂を少しずつしみこませて強化しま

す。処理が終わったら、乾燥を抑えられ

る環境で保管します。

千曲市の更埴 (屋代)条 里遺跡や屋代

遺跡群でも多くの骨・骨角器が見つかり、

慎重に取り 11げて保存処理をおこないま

した 。 (水沢教子 )

獣骨の保存処理

筆を使って合成樹脂をしみ込ませる。

保存処理を完了した古代の鹿角製の鏃

(千曲市屋代遺跡群 長野県立歴史館蔵)
合成樹脂を有機溶剤に溶かした溶液の中に製品を浸して

から周りの圧力 (大気圧)を下げることによって角の組

織内に合成樹脂を強制的に送り込んで強化した。

縄文時代の家の跡からまとまって出土した猪の骨

(千山市屋代遺跡群)
1軒 の家から多数の獣骨が発見された。家は五角形で

隅に石が立てられていることからかなり特殊な用途が

推測される。骨の種類は 1点だけが鹿で他は全部猪で
あることが判明した。まず合成樹脂をしみ込ませ、そ
の後、ウレタンで覆って取りあιザた。室内に持ち帰っ

てから更に合成樹脂をしみ込ませて強化した状態で保

管している。

発掘現場から馬の骨を取りあtザ る

(千曲市更埴 (屋代)条里遺跡新幹線地点)

周りの土を掘りくばめてスペースをとり、発泡中のウ

レタンを上から流し込む。取り上げた後、下になった

面をウレタンでふさぐ。

呂っこどれだれ

よわ(む っちゃうれだ
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金属器の保存は錆(腐食)との戦い

峻 素 月ヽ  う) ^酸化硫黄
人気中

クラ ック (ひび割 れ )

塩化物

会liil:,

,占 11

金属質

錆っこやっがいる

もOdれだね

金属器は、地中でも人気中でも酸素と

水、そして熱などの影響を受けて化学変

化をおこして錆 (腐食)て ゆきます 特
に41分 は鉄器の内側をくさらせ、空

'「

1や

細かいFL裂がいたるところでつながるた

め、折れてしまうこともあります .鉄器

を
′
、1:る ためには、111分 をできるだけ取り

除くことが必要です できてしまった亀

裂に液体の合成樹脂をしみ込ませ、内部

を強くします「 同時に鉄表 1白 iに 合成樹脂

の被膜を張って、空気中の酸素や水分な

どの影響を最小限に抑えます .‐

次は、形を確認する I:程です ^、 く

んで形をゆがめている錯を取り除き、

錆の発生・腐食の繰り返し (鉄器 )

溶け出した鉄成分は、酸素やイオウ酸化物、塩分の影響を受け、さまざまな錆
になる その錆の内側でさらに新たな錆がつくられ、この過程が繰り返される.‐

鉄器から塩分をできるだけ取り除く

塩分を溶け出させるために、アルカリ性の薬液を使う.

鉄器の内部から緑色の老廃物が周辺に溶け出している

耐酬６”
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分離前
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毛

●

●

０

０

う

錆

と

使

く

こ

が

除

る

一
卿
順
赫一に出

二

の

連
枷抑″叫

、翻
厠・回深

の

損

で

日

要

器

を

置

範

必

鉄

形

装

の

が

‐

′
ノ
′

竜
銅銭の分離作業

金属を溶かす薬剤を、付着している銅銭の表面だけに作用

させるため、濃度、時間、材料を調整する 製品同士の間
のわずかな溝に手術用メスの刃をあてがい、瞬間的に弱い

力を加えて分離する
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大文字―揆の旗をrJぉす
ｒ
・
―

′
　

ヽ
Ｌ

彰

材質調査

光学顕微鏡による観察で

材質が絹であることかわ

かった

1宇佐美松鶴堂提供 |

1400イ 11、  fl:IIセ 1可のあたらしヽヽ
′、1:1護 とし

て小笠原長汚が京都からやってきまし

た 長秀の強引な支西ピに|え 発したj山 ソこの

It lfた ちは、|・ll結 してilkい をおこしまし

た (人 文字 ‐1炎 )大 文字  |'さの人たち
が使った11111]力 、` 糸勺60011後υ)J)[イ「まで
′、1:ら れてきました  しかし、力11は 1せいイli

サ|を糸

`て

(fろ lfろ になっていました

"〔

を後|11に 残していくため、1993イ 11人

がか |)な修復がおこなわれました 修
`隻をおこなうためには、脱1の 本イリ1を 1]‖べな

ければなりません これまで麻製である
とさオし

~ご
いた方i〔は、 ウトl・ liσ)や i,(判 1~ごホ|,ら

オしてtヽ ることがオ)か りました

藝

大文字―揆の旗 1修復前 )

1長野県立歴史館蔵 )

、６，

し



補絹のようす (写真左上 )

穴にあわせて和紙で裏打 し

た絹を型取り、糊を塗って

貝占りつける

裏打のようす 1写真右上 |

補絹が終わってから全体に

和紙で裏打をおこなう

折り伏せ 1写真左下 |

ぜい弱な箇所を組状の和紙

で補強する

1修復のようすは宇佐美松

鶴堂提供 )

隆T~2されたがら

Qられるれだね

＼
ヽ

つづいて舌L‖iに なった細のlit i)||を 111

え、 りJオしたリゲ(υ )あ ヽヽた部う)を 打‖う(1:業

をおこないます 利1紙でhll強 (奥11)し

た湘|を り11lR I)し てていねいに
'11!め

ていく

のです (れ打湘|)本体の経糸がたくさん

失われていて、この作業はとくにむずか

しtヽ もυ)で した あるrl度 llllが 乾 tヽ たら、

り[llし た和組tを はがしれ‖湘1糸冬l´で
―
ケ

しかし、 こσ)ま ま
~〔
|ま 太
`変
もろくチ亡ド灸

なので、利1紙でさらに 1度 」[11を おこな

います またリリれやすい場 |"「 は糸llに した

和紙で掏I強 していきます (1サ i ll伏 せ )

11t後 に Ś、たたび J(11を ほどこした後、 |‐

う)乾燥させてからポ|の色をノこの色に合わ

せる作業をおこないます

修 r要に合わせ、当時の旗指物の 1「
「
1を

1サ
「究し、本物とは別に 1炎の税1を 復′こ・

1莫造して展示しています   (本寸イi Ili行 )

―

‐…            …

…

大文字―揆の旗 (修復後 復元模造
(長野県立歴史館蔵 )

）ヽ

弓
／

，
″



漆芸品・陶磁器の修復に伝続的な技術

お神中!や山 :li、 l_/、像を入れるりIJ′‐など、

||1社や、午院には漆を塗った丈化|||が たく

さんあります また、建物のルI:や キの本
:「 を
′
女置する多IIリカtlIIな どにも漆が塗られ

ています 漆は長いイ11月 がたつにつれ、
ひびが入った I)、 はがれてlRれ てしまい

ます

漆器
′
li産がさかんな楢川 11~t~|よ 、漆器

の11:要 を広げ、|ノ i統の1支法を受け継 ぎ1/t

えていくため、役場の漆器振りⅢ(:課 。 (|11)

木中lj也域 j也場産業II(興 センター・漆器利l

合が共|11し て文化|14の 修復 `|「 業をおこな

っています 修復 il「 業ではりlt lノ寸の 文化 111
だけではなく、厳 Iι 神ネ11(安芸の宮島・

広 11:りIt)高 舞台の高欄や llll本 願キ (京 4;

府)御 i彰′)lt占li戸 など、 |「 |′ i:σ )1し
`要

も「 が

けました

木地固め 修復前の矢田寺須弥檀 1楢川村役場提供|

朱上塗り

1,イ隻イ癸

28



奈1せりIt大和|‖
`山

市にある金同1山 寺(矢 |||

、午)の須弥|11の修llll例 をみてみましょう.

まず llitヽ漆をかき落とします.本 j山の

表1白 iを 1壼えるため、ひび割れている部分

を肖1り 、おが くず と漆 を混ぜたもの

(亥 1′寺り)で 111!め 、 rllを lriる などします

そして、本j也に漆をしみ込ませて‖1強 し

ます (木地 |‖め )

つぎに、 卜地の漆を何1壁 も塗りlTlね ま

す .塗って、乾燥 させて、表1白 iを削って

なめらかにする作業を繰り返します そ

して、 卜塗り・|11'へ り。ll塗 りをしてしヒ

成です さらに表1白 iをみがき llげ、つや

を出したり、金箔をltliっ て||:llげた部分

もあります

,茶は接オ午斉1と して,御骸玄器θ)1ぢ

`夏

にもイ吏

われます 「金つぎJと いう|`t統的な /J

法です 漆に小麦粉を混ぜた (麦漆)を

使って、「夕lオした破ll‐ を接汁します 破||‐

がない場合は、漆に米の粉を況ぜた糊漆

と刻十でh‖修します

針iLと いう Lを消せぜた漆ですき1間 を111!

め (|ヽ j也 )、 漆を塗ります (中塗り)そ
の Lか ら金粉を|「ヤき、みがいて光沢を出

します

「金つぎ」の1支法で修復すると、|11れ

てしまった陶磁器も、かえって趣きが出

る場合もあります

このように、漆器づく|)の伝統的な1支

御Iは 文化|11の 1ぢ復に役 1ヽて らオして tヽ ま

す            (沖 Ll l卜健次 )

あ3と 霞ヽ術が

もι)だ (され

修復前 (木曽くらしの工芸館提供 )

金粉を蒔いているところ

修復後
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紙に書かれた史料を守る

藩n
日目

■ ＼

ヽ

一

洪水・火 1千 など突然の災害を除けば、

紙に ,11かれた史料がいたむ原因には次の

ようなもθ)力 あ`ります.1察オlる などθ)り J

によるもの、化学反応により紙の繊維が

分解してばらばらになったり文字が薄く

なって読めなくなったりするもの、lif虫

やカビなどの生き物によるものなどです

化学反応 (風化)は 、光や熱がIF[接 あ

たるf果境や、,ll・ 油1度の変化が大きい場

所でヽtく 進みます また、生物による被
害も、害虫やカビが活動 しやすい高温・

高湿度の場所で、大きくなります

紙史料は、強い光や熱にあてず、|111空

20で 。,11度 55%く らいで安定している場

所に保管しておくことが大切です .

二1撃〕rゝ
30日 目

ひなたに置いた新聞紙の変化 (こ の記事 。写真は読売新聞社の承諾を得て転載 しています)

フルホンシバンムシによる書

籍の被害

ヤマ トシミの成虫

(体長約8mm)

ルホンシバンムシの成虫

(体長約3mm)
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ヽ
．́

・ヽ
Ｔ

．一̈
”・ヽ
〕̈ν一̈

ヒラタチャタテの成虫

(体長10～ 13mm)

紙に :||かれた史料を家庭で保 rrす る場

合は、次のようなことに気をつけます .

まず紙で包んだり、紙袋に入れたりし

ましょう |′ |や l学い色の紙の方が、虫の

発見などに便利です

つぎに、その袋を箱に入れましょう

ぎっしりつめこまず、容積の80%ほ どに

します

箱は,11気 を通しにくい柿1神iや茶Υiが適

しています ない場合は、段ボール箱で

もかまいません

箱の :IIに はF方 J(斉1を 人オします  |り′J(斉 1

はI11じ I・

lrl類のものを1たいます 違うl・

lrl類

のものを使うと化学変化をおこし溶けて

シミになってしまう場合があります 「
に入ったら1〕‖,11斉1も 入れておくとよいで

しょう

しまいこんだままにせず、作や秋の,II

度の低い|lliオした日には、箱から1反 り出し

||1絵で外気に′S、れさせるようにしましょ

う (虫 11し )

虫がつかないように

しなくっちゃ

クロコキフリの成虫

(体長25～ 40mm)

(写真撮影・提供 山野勝次氏 )

コキブリによる書籍の被害 コキフリによる屏風の被害

防虫剤(太 ||1典 子)
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写真・映像・デジタルの利用
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'電,生 Eliノ

1蘊 111輛 原S tヽ端● 剛 11夕女●

J上証11lltL:

ウェブ上に開かれた古文書講座 (新潟県立文書館提供)

古文書の写真(左 )に解読文(右 )と解説が付けられている。

● ァi,::ン ||=lilil[iⅢ :|‐

最近はコンピュータを使ったデジタル

技術が向上してきました。こうした技術

を利用して、新しい文化財の利用方法が

考え出されました。

デジタル技術を利用して作られた精密

な画像からは、私たちが肉眼で見て読み

とる以上の情報がわかることもありま

す。古文書の映像をウェブページに掲示

し、インターネット上で古文書講座を開

いている文書館もあります。デジタルデ

ータは空間を一瞬で移動しますから、離

れた場所からでも文化財に接することが

できるのです。こうした技術の便利さは

はかり知れません。

ただ注意しなければいけないのは、こ

うした情報は文化財の持っている情報の

一部であるということです。実物をじか

に見て、触れて、体で感じることが一番

良い方法であることはいうまでもありま

目録

貴殿吉島流砲術

依御出精令俸受候 自今

以後加※砲打方可為

御勝手次第

"目
録

椰受如件

慶腰四辰年

正月十三 日 佐治孫兵衛

為矩 (朱印・花押 )

ま
鷺
I

ふ
ウェブ上の史料紹介

長野県立歴史館のウェブサイトでは、日替わりで収蔵史

料の紹介をおこなっている。写真は「鳥羽院庁下文」 (重

要文化財 )。 長野県立歴史館のホームベージアドレスは

httpノ/www npmh net

きれい(2は っきι)Qク る画像が
を (さ れあるね
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建物の色を修復する

屋根部分の解体のようす 1真 田信重霊屋 ,

風雨を避けるため、仮設の覆い小屋の中

で修理工事はおこなわれた

真田信重霊屋外観 1長野市松代町西条西楽寺 |

修理工事を終えた真田信重霊屋のすかた この霊廟建築
は、位牌をおさめる建物として使われた

長りFIlf松代||IIの |りЧtt」iに あるヴ〔||lfI:l「

tili鳩 :は 、漆を塗
`)、

あざや かな色の文様

をえがき、そのうえ

`)や

銀で貪市った111:ルカ|

建築とよばれる建1勿です 1648イ li(1彗安

′亡)、 デ〔‖|||:ITl(松代 iFFilャプリ代淋 li、 千!:之

σ)iり |)が亡くなりました この建物は、

イ;キ ITlの 1111を まつるため、亡くなった|li[後

に建てられました

111鳩 !は、 長ヽヽイ|」 |1寸 iやサ_rllに さらさオして

きました 1寸1,11:|)が市内を傷めた 1)、 1:F

■(が 柱などの本|イ を食い荒らしました

外占|`の漆塗りとあざやかな色のかざ
`)は

丈様がはげ落ち、わずかに残る塗装も色

落ちしていました 紫外線を1(イ 111イドびて

きたためでした



軒下の彩色文様修復中のようす

彩色修復では、再漆塗りと彩色
の色落ちの補筆をする

2れ がきった 2ろ 〇〇られを

建てられた当時の姿にもどすために1場

ゑサ1合 を111合 し、解体修メ|!を おこないま

した 建築 |イ 本|は ひとつひとつ修FIIし ま

す 傷源の激しい部分をくり1友 き、新し
い|イ 料を

'11!め

てれ‖強 します 使えなくな

った本イ11は lRり ,十 えました

丈様は、残っていたア1絵 のサtの 分桐i

をもとに1、十別|サ11合 し、建 ↓:｀
11時のあざや

かな色をよみがえらせました

軒下の彩色文様修復前のようす

外部の彩色文様は、風雨にさらされるため、大変傷みや

すい

鯰

彩色文様修復用の岩絵の具

この建物用に特別調合された粉状の岩絵の具は、お湯に

溶いだ膠 (接着剤1に混ぜて木材の表面に塗る(1り
|1体 々久 )

５つ
，ヽ



保存・修理、復元された城

明治30年 頃の松本城天守閣

(松本市立博物館提供 )

■・ⅢⅢ・      .‖ |

松本城昭和の修理 (松本市立1専物館提供 )

あ城Or~2た こ

簡ф(2は こきるいれだね

1871イ li(lり 1治4)のサ′S藩置りit後、役H

を終えた松本城は、続売に出されて1枚

り
'衷

さオしることになりました

それを知|っ た地ノこの人びとは、松本

城を博物館として使えることを1計 :え 、

天守 1湘 11「 を買いもどしました .

1900イ liげ〔になると、人
′、1:1用 は111'11:り

がして壁は落ち、lli束 にIL頁いて仁11オlそ

うになりました.そ こでイ∫志が資金を

集め、H年の歳川をかけて「|り 1治の修

「 lJが おこなわれました .

しかし、|サ l治の修理は部分的でした .

昭和になって本格的な修ノIが おこなわ

れました 「||′イ和の修り|!Jに より、松本

城は完全によみがえり、人びとの前に

新築
Ч
l時の姿を見せました

現在 (2003年 )の松本城天主閣

松本城明治の修理 (松本市立博物館提供 )
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呵

]二■1‐

1こ野市にある松代jり茂跡では、,|:,「 ||、十

fヽ の城のあ I)さ まを復 ノこしようと、

1995イ ll(｀ 141丈 7)/・Jヽ ら11`1‖ i力■;づ
~ν
)ら オヒ

て tヽ ます

太J々 |"|は 、ゲヽされて tヽ た61‖υ)L台の

イiと

'|:,fllキ

|ヽ に1出かれた絵 |｀刈を参ろに

して

`要

ノこさオしました

太クセ|||1由 |「の l lNlりヵl助 :か らは橋を 芝える

||:の  ギ1`分 が発見さオしました ′卜諸サ成

絵 |｀4の橋なども参考にし、よ
`)JI II十

の

造 |)方 に近づけたlriが復ノこされました

このように、1]|1査 によι)|り |ら かとな

った遺 |||や絵 |｀
く|な とυ)tク111か ら子要lLで

きる仕物を1寵付|し 、1成が使われていた

ヒチ1の ようすを
′
j〔感 してもらうli人みがな

ヽ 、

復元された松代城跡の大鼓門と橋 1長野市 ,

一部に寸法が書かれていた江戸時代後期の絵図面や発掘調査をもとに復元されている

||    ~

1[二 ||__

松代城御本丸大御門絵図

Ｗ「‐・・　　　，ス

¨
．
‘
‐
劇

橋を支える柱が発見された時のようす

されています (、
|「

||,;||:ノて)

【
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紙資料が残るための環境

癬

再建された郷蔵 中野市大熊

貯
け
ロ

ロ

ロ
→
摯 ―

い ― '

書庫 |

■i ■

長野県立歴史館 |

人

■
一

こ

」琳

よ
風

郷蔵に保管されている古文書

■
■

■

、．
．

卜

鵡

〓

■

１

〓

近 11、 1也 J,ヽの1歴史を|ノ tえ る占丈llIを 大

りJに保イrし ようとぃう考えが高まってい

ます.かつて本|む らには、 ||:き 付けやも

みなどを保11し ておく郷 1支 があ
`)ま
し

た 郷 1故は、イlll11を 通して,llilII壼 の変化
が少なく、防火にも優れていました こ

の郷蔵のltさ を児lrrし て lI「 丈II:を保11す

るところもでてきました

長野りIt立歴史′iIでは、りltlくのための郷

1支 として、11り rり 1キの歴史にとって大Ujな

ll「 丈書ベイ「J女 丈:11を 1呆 イ「・1lFHし てヽヽま

す

行政文書書庫 (長野県立歴史館 )
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illlliに 人るには、まず鉄の力11を ||‖ けて



温湿度センサー

′

／

一

中央監視室

前常に入ります そして、鉄の扉を開め

て外気を遮断します それから、 :|卜庫の

扉を1用けて中に入ります .こ のように 1

量の扉によって、111虫・カビの侵人や,lli

油II吏の変化を防いでいます.,111度は22～

24℃ 、,11サ虻は55%に 設,こ さオしています

,ll,11度は中央|llir)111の コンピ
=,_―
夕によ

り、24時 |11管メ|!し ています .

害虫やカビの発
′
liを防ぐため、:!|111は

定期的に燻蒸 (消 ,嬌 )し ます 新たに収

集した資料も、 :!||:liへ収蔵する前に必ず

燻蒸をします また、粋iオ午トラッフを,設

置して、lif虫が発
′
liし ていないか、tヽつ

も調査しています

資料は、種類や大きさにあわせて占文

詳収納袋、柿1箪笥、保 rr箱 などに入れて

保存します .保イr箱や占丈ill収納袋には

中性紙を使って、資料の変り〔が進むこと

を防いでいます .,

保存箱作りやラベル貼りlllllも 、中性で

変質しにくいものを使っています ..

釜

さ文書が、

きれい(2袋 (2

ハっこいるね

古文書の保存

(、ケ||↓ ll:友 ) 行政文書の保存 肝
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考古資料の保存処理の考え方

者さ畜料O
凛在処理っこ

互場こやっこ
しヽろみをしヽ

V、たち|よ 、さまざまな場 1白 iで自らの
′
liき

ノバ )考 えノプを選||(し ながら|l fl:′ li,11を 過こ
゛

しています 今をよ
`)よ
く
′
liき たいと球li tヽ 、

′
家方ク:や 々人、先LTIや fi:中 11の できる人とlilを

します 今を考えるために過去を知|り たい

と旭ttヽ 、 オ)か ,て tヽ る `卜 をilを 大同(1た )て イt

米を }与 ||‖ しま
―
ケ ;l ll去 に

′
liき たノ、たちとfゃ

lilが できれば 番ltいの ごすが、イくIJ^fiヒ で

づ けれとも、 4ヽ く「 かか |)が 11l tヽ わ |す で

|よ あ
`)ま
せん 彼らが|ヽ した、あるい |ま lll

然に残った1勿があれば、そこから彼らの
′
li

きた||卜 fてイY比 :や
′
11,1lυ )よ う―ケ、 11を とう考

えたかわかる場合があ
`)ま
す Okっ た (|ヽ

有機溶剤 1鉄器含浸樹脂のふき取り作業 :換 気 。有機カスマスクの着用

クリーニンク 合成樹脂の濃度調製 脱水処理などをおこなう際に使用する 色や形
状は同じだか それそれ固有の性質を持つ イ吏用目的や資料の状態によ :て使い分け
る 燃えやすさ 人体への影響など 取り扱い上の安全の確保が重要

薬剤 鉄器の脱塩処理 |

考古資料の傷みの原因とな■ている物質で、資料内部

に残 ]て傷みを進めているものを、化学反応を応用 し

て除去するか封じ込めるために使 う 薬剤自体がその
性状のまま内部に残 されないように取 り除 くことが

必須条件
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fF

子顧
合成樹月旨 遺構剥きとり資料の要オ14)作 業.

1毎 んたり弱 くな■たりしごいる考古資料を強化す

るた I● に外1則 から桶う 資料の素材 tiイ ビ 的́な変
イしなわ .よ |'さ ないもの こあることか必須条件 液
体 粉末 フレーク ヒース 水あめ ケル状  ハテ
粘土  固形なと外見上さまさIな 形

`L′

ごいる

有機溶剤と組み合わせて使 うことか多い 資料の
イ亀み具合や修復の方ilに よ |ごイ|い分ける

さオした)1勿 |よ 、 イくべ'()|二 、 イiべ )llベル|「、 判t

やniな との本オ||で 作られています 1411を

加||:す るための道 !lも llil様 です 0ヽ った1勿

を111(十 二千
`:え
る「 11と して(ヒ学やITI!の アメ

iムをittヽ :主 tl~

傷みが発
′
liし にくいIIt'屯 をつ くるために

′′
卜負モ1/′ 可ヒ・|1lil憶 ・|lll忙 ・本・光・1叫〔

′
11「
・ラ|:

I]り  ・ 1/,オヒ ・ 
′
liチ J( . 1早 i ・ 在「i:11 ・ 1災 lli ・ i“1‖||

なとυ)景′イツをコントローリじします

′さ
′
liし た|':ム を1古 1与Lす るために

'ケ

111の 傷

んでいるヒころに|II「 |レ:(1:|||す る'It,十 1や強 fヒ

本4を 、11「与この条|′ 11卜 で,た |||し ます

lt

有機溶剤、薬剤 合成樹脂 などを効率よ く安全 |

定 して使用 l‐ きる `よ う|::設言十されている

保存処理 修復 工具 保存修復室の作業
地中の環境 製作や使用の経糸

=・

寸法 1範 造 イ篤み17チt

合なと、個別に対応する必要があるため、修イ,作 ■

のほとんどは手作業になる

Fr.'

1こ守 卜
＼

保存処理機器 金属器樹脂含浸装置

(|′ |||(||イ ,′
｀
参)



記録を伝えて残す

旧家に保存されている古文書 (小 山隆夫氏蔵 )

「
ン
■
鹸
』

越
路
鼈
¬
菫

酪ふIJ
へ

長野県立歴史館の古文書講座
― _

むヽかしσ)~ご きこ
゛
とをl調ヘミるときに、 どう

しますか  11典や |ズ1鑑、 インターネ ッヽト、

地域の Il「 とに聞くなど、さまざまな|〕‖べ方

があります

また、市‖l‐村が編さんした歴 Iた |||は地J或

のでき11を 1〕11べるには、たいへんllli利 です

これらは、 Iifく からあるお キ・ |||ネ 11、 lli

鳩ヽ 。名 l:の家や地域の公民 f‖1に残されてき

た :l「 丈:|;等 をもとに作られました Il「 丈:|:

には、むかしのできごとがたくさんli己録さ

れています 当時の人びとがどのように考
えて生きてきたのかを

'11り

、それを次の ||[

代に伝えるため、 ll「 文:IIは 何 riイ 11も 大りJに

残され、利用されてきました

今では、|lf丈 〕|:の字は日常′liム1で ,11い た

I)、 li売んだりしていません でも|11の よう

すを学びたい人が大勢いて、 lI「 文||:σ)11障座

はどこも人気です
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地域の郷倉に残された古文書



ごC(8文 書館わ
あるこいしヽね

松本市文書館

1881)イト (|り lif)22) .ヒ 1954イト (|lrイ 千‖29)1｀ス

降の  l14に わた 4)、 |IF‖ i llの 人r)|||が ぉこ

なわれました たくさんの役場がなくなり、

必要がなtヽ とさオした′せ場υ)ク 丈ヽlll等 が|`)て

らオした
`)、

 放 1占'1さ オした |)し ました そυ)た

め、|り l治以降の地域の歩みや人びとのよう

すがわからなくなってしまいました

任ヽ本|lilよ |||l lllの 人r)|lil,「 f`16の |IF‖ IIレ ｀

まとよっ
‐
ご ´
'υ
)|lf(1な 1)ま した jttj成で

人Uり に1,tr「 されてきた公丈ll卜 を1く

'1・

111111

すると、7万点をこえました 人びとの′li

′11を ′∫、
`)返
る!た料であ

`)、

地域のオtオ(を 考

えてい (た めの史ボ|で もあるので、11ヽ 本市

え
`llfギ
|て 人U」 に1呆 r「・公||‖ して tヽ まづ

~

い‐,ほ う、長野県の公

`lll lよ

、1こりr県 立

|ム||た子1「ご|,t rf・ 公1井lさ オヒ
‐
ごtヽ まづ

~ |り
li台・

人|li101の公丈:||は !l[l「 な史料となっていま 出張所に保存されていた公文書 :松本市文書館蔵

合併後30年近 く出張所で保存 された公文書は この
後、松本市文書館に収蔵された

ヾ
ト
　
　
ー
ー
ー
‐
　
　
　
‐
　
‐　
　
　
　
　
　
　
‐

る
す
可

［̈
収

し
靖
晰

づ
~

(||||:ク」JIり |)



民家の再生

１̈

い
，‐

「 }生 さ
十せた民家 小海町

`lσ )家 |1200年 以上前に 1書 てられ 再生か
1)ご lll,れ た I早在 までli全 国 (300軒
長野県内 ご50軒 くらいの再生かオぅこなわ

れ ごい う

民家の内部 小海町‐
占い家に新 [′ い木材をたし′ご使 う場合があるか 外見 t
キミ和Ⅲかイ,い ■ う|「 工夫され こいる

みなさんυ)|liん ている家 |よ 、/7て らオt

てから何 rliく らt、 たって tヽ ま 1か l()イ 11、

2()イ li、 もしか
―
;~る とごきたばか

`)て
し k

うか 逆にもっと ||「 (て 1()()fli l｀スlυ )||「

ll_の
tち る家に||:ん でいる人もいるかもし

れよせん

111(な )た 家 |よ 、llし (77て ||ぇ られ

ます しかし、仕てて 1()()イ lil｀ム|た ,た

家てもまた「 |ド :し をすれ |よ ||:め ます そ

こて、 1く 家の |ll′ |■ヒtヽ う11く |)ネ lムかillめ

られてtヽ ます  これは、長 ll予り|[か ら 台々ま

|)199()イトころから

`ヽ

||:|‐ご竹ヽん11な
`)ま
し

た

ただ ′この通 4)に 家 を ||:に すの ご|ま な (、

占い民家の ltさ を
′
liか しなか らも、Jり 1イ |:



新しく作られた玄関 1小海町
‐

部屋だった部分を新しく玄関に替えた

の′li,11に も|だ利なように liり(し た |li′ liが

おこなわれています

ll「 t｀ 1く家は、バ、すまを11(I)は らうと|ム

くなって多くυ)人が

'1ま

れるよう十二な |)

まづ
~ 
そこ
~こ
糸li鶴∫式や件式なともおこな

オ)オしました 11お■で |よ そυ)よ うなlttヽ プリ

はなくな |)ま したが、広い部Liも 見|「 |さ

れてtヽ まづ
~ 1‖
人の
′
liム1と 多くσ)人σ)集

まるJ場 とをうまく||lj↓1で きるようにとえ

て |||′ liか進めらオしてヽヽます

|lft｀ 1(′家に1たわれている木本イ|よ 、その

家の近くからり」
`)だ
されたものがほとん

どでづ̂
 
木は
′
|:き 1勿なので、 木|オ として

不|||||さ れるり場合も育ったIIせ J売に)l‐ tヽ とこ

ろで,たわれるのがり|!想で
―
;~

本|イ のスF命は数白イliと 1こ く、1たいはじ

めて2()()イ liく らいまでは強度が111し ます

表1白 ||よ傷んでいるようにみえても、まだ

まだ|た える木本イもたくさんあ 4)ま す そ

れをサ1き わめて利|llし ます (|lflll包雄 )

明かりとりの工夫 1小海町 |

古い民家は部屋が暗いので明かりとりの天窓を作 ,て

部屋を明るくした

古い民家の内部 (佐 久市 |

再生前の古い民家である

200年 以上たつかまだ木
材は強度を保っている

まだまだ
0ク ろれだね
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情報公開とプライバシー保護

高校σつ1旨 導雪録 と遭
‐
IJ干 1調査
=中学や高校 t,tt木 本台帳 |:|′ ご指導要i求か tち

'リ

 イi llT・ 氏
名・件年月日や保護者名・ 3年間の各教科の成機か記録さ
ltう  自分のもの ||;で うこ (Lか こきる :|ス [lれ 1基 づい
ごl11載 や進

.´ J)lJ)|‐ JJ査 吉在発行 ′〔 11職先や進学先
.|ズ る こ

'1も
rl分 の 1,」,|1見 ることか ごさる

It野県庁の1青報公llll牢

り‖庁の西庁舎―陛lt llイ !」支1青 部センターか11り  県民 tら
.1こ t,こ tlで 行政文口|の ‖1示 の中 |ン 込み

`|′

ご問覧し′11り

|ヒ  |ン 1「 ll J卜 る

行 政 占報 セ ン タ ー

1青都公開事l σl人 |り 口tTl戸

たれ こ羊)気中¥1入 れるよう
|:工 夫かさオl「 いる

%を ちの知る権禾|ら れだね

|('

TO_Ov



判

棒

みなさんの人試の答案や調査:ilが 、何

のことわりもなく他人に

'1ら

れたらどう

でしょう これはだれでも嫌なことです
こうしたプライバシーが

`Lさ

れないよう

に、「長りFりltl司 人情報保護条例」が市1定 さ

れています_

この条例には、「その人の思想・信条

や宗教、あるいは社会的差別の原1川 とな

るような1川人の怜服を、りItの機関は集め

てはならない (た だし法令に定められた

ものは例外)」 とあります..

現代はコンピュータの発達で、いろい

ろな1司人情報が集められています、もし、

これらが流出して本来の目的以外に悪用

されたら大変です それらが他にもれな
いようにする I:人をみんなでしていかな

ければなりません (本 多得日1)

勝手〔8他ム(2Qせ こ (さ
いけないものもあるただぞ。

以前の高校生の就職用調査書

本籍や家族構成など、本人の能力と無関係な内容まで書

くようになっていた (左 )c現在は全国の高校で統一され
た用紙が使われ、必要最小限のことだけしか書かない

(右 )。

長野県立歴史館の公開
歴史館には、歴史資料として昔からの長野県の行政文書
が保存され、公開されていて誰でも見ることができる

長野県立歴史館のプライバシー保護

個人が特定できたり、特定の会社や個人の不利益になる

ような文書は、黄ラベルや赤ラベルを貼って、一部かあ

るいはその書類全部が非公開になっているものもある
`、

昭
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記録を保存する知恵と意志

記録(2残あ意志方なしヽこ

残らもいれたね。

正倉院外観 宮内庁正倉院事務所提供
校倉造りの木の膨張と1又縮により室内湿度を一定にす

ると説明されてきた時期もあ _.た が 1200年 以上もた
った木材 |よ継き目かすかすかで膨張と収縮 t::よ る調整
は無理である

正倉院辛櫃 .宮内庁正倉院事務所提供 |

杉材でできている 脚かついているため床に置いても
底面の通風かよいため 湿気がこもらない

'(人

、午σ)il:倉 1完 |よ∴
.1'オ

ぎご1交 イl遣il)υ )イキ||li

~ご

す そして lliイ )「完|ま 奈itll、十ftの′|:1勿 をJり [

イ|:に まで|」 :え てきたことで|lt界的 |二 もf「 71

です

夕ほ (σ )変 fヒからIliイ )「完
′
|:物を
′
、1:´ )て きた

のは
′
|:物 を入オヒる1多箱

~ご―
ケ 1多↑合υ)なかの

illl度 と,11度は111111を通してほとんど 定で

あったことが1雀かめられています 通風の

よtヽルtのなかで光に
1`1た らず、lllilI度がほ

とんど ,こに保たれていたことが1200イ ll以

Lに わたる保イrの秘密のようです

ll:イ |1院で|よ 奈ltllキ代の丈|||が きオ)め てよ

tヽ 1ノ:態で保 rfさ れてお
`)、

利1紙にll:で lllか

れたli己録の保rrll:が きゎめて優れているこ

とがよくわか |)ま す

1(り rり111ノ1で ィ!名 なのは
′、1つ(丈 tllです ′、1:

矢氏は,‖ (li力 llネ 11を 支西ピした人‖1に ||:え た
4千

〔

rilll111千σ)塚〔‖|~ご、 11(イ)イノリ|り |か ら〕l‐ 1ヽ ま
~ご υ)

多くの丈illが残されています

|‖紙に111で li己録さオした
′、1:'(丈 ||||よ

′
、1:ウ(lЧ∫

l lNlσ )1支 で保竹されてきました ′、1つ(′家|よ |||

1'fと しての||:lliを ∫
′
J系に1/tえ てヽヽ く′必要力ヽ

ら、しきた I)や山糸者を:||き 残してきたので

づ
~ 
そこにはI遭 11を

'tそ

うとにヽう強 tヽ意′よ

がはたらtヽていました これは1)1イ「する||「

いli己録に共通してみられる1寺微です
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1 文字の記録

和組tに 11、1で :l:か れていなtヽ現ftの記31

がどれくらいの IJlllキ 1保 rfで きるのかは州[

しい|11題です .,

鉛筆やモノクロレーザプリンタのカー

ボンは壇1と 同じ炭素が li成分ですので長

く保 rrで きます.万 イ|｀
へ
itで :[|かれた人 lli

時ftの li己 31は 1(たにインクの色が薄まり1洗

み取りにくくなってます

紙 も酸で表 1白 iを なめらかにした洋紙

は、その酸が紙を融かしていくことがわ

かり、中性紙が〕子及し始めています

2 写真

写真館でていねいに焼きつけられたモ

ノクロ写サ=〔は長持ちしますが、1960イ ll代

のカラー写 ,11はすでに退色しはじめてい

ます  カラー写メ〔の品Tiは改 )キ されてい

ますが、ネガフィルムの保存は100イ liが

限度といわれています

3 デジタル記録
CDや I)VDの デジタル記録がどれくら

い先まで保存できるかはよくわかってい

ません また記録の形式が変わると |十の

データがよびだせなくなるので、常に最

新の形Jヤこ置1き 換える努ノJが必要です

1'E14機 器の大敵は1電磁波です 核爆発
の電磁波は ・瞬にして集積|11路 を焼き明

るといわれています .

今から1000年後に Ili倉院丈:11は 残って

ヽヽる力い14成 |1寺代のIi己録はないとヽヽうこと

にならないようにしたいものです ..

■
Q審
ヽ .`

守矢邸の蔵 (茅野市)

火災にあう危険の多い居住部ではなく、火の気のない

蔵で保管するという方法は、現存する古い記録資料に

共通する 現在守矢文書は茅野市神長官守矢史料館に
保管されている.

赤いインクが融けて読めなくなった大正時代の記録

(長野県立歴史館行政文書 )

劣化 した写真フィルム

(写真提供 富士写真フイルム|力Ol機材部 金澤勇二氏 )

フィルムの劣化については世界各地で大問題になり、

1993年以後保存用のフィルムは素材がポリエチレンに

替わっている. リバーサルフィルムやマイクロフィル

ムはきちんと保管すると500年 はもつといわれている

(祢 ,lt,i(仲 )
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信州における町並の修景運動

日本で「景観」という用語がイ|:ま れた

のは、1917年 (太 l116)の ことでした。そ

れまで ドイツ語のLandscha■ は、「景城」

と,J(さ れていました1,こ のころ1欧米諸国

では第 ‐次‖t界 大戦の好況で高層建築が

相次いで建設され、伝統的な都市景観の

破壊が進んでいました,,そ のような風潮

に対して、 ドイツ南部では市庁舎や教会
より高い建物を造らせないようにする住

民運動が192011代 からおこりましたぃま

たイギリスでは3000を こえるナショナル

トラストが結成 され、占きよき時代の都

市丼ξ観にもどすという「修景運動Jが 全

国的に展開されていました .

日本における景観論は、1937年 (昭和

12)東京大学の辻村太rt`先ノ11が 書かれた

『景観地I理学 i樺 :11』 (占今 :ユ:院 )力 最`初か

と思います ,こ の本では山や川の地形 。

植生などの自然景観と農地・農山村・交

通路などの文化丼:観 に分け、景観を構成

する要素について述べておられますぃし

かし景観を保護するfi:民運動はおこりま

せんでした,,

日本で ,t観 1問題が高まってきたのは、

197011代からです 日本経済の高度成長
とともに、伝統的な町並や民家、あるい

は自然の景観が失われていきました=こ

れに対して行政では京都市をはじめ「風

致条例」を公 4fし て、町並の保護保存に

乗り111し ました .‐ tヽ )́ぼ う地域住民が団

結 して、幕末や lり l治初めの姿に復元しよ

うとする運動を、全国で真っ先に始めた

館長 市 り‖ 健 夫

のは、||1中 山道の麦籠宿 (南木曽町)で

した。1967年 (昭利142)か ら町並景観を

元にもどす「修景'lf業」に若Fし ました(,

翌1968年には「明治 riイ 11紀年 11業」とし

て、長野県や南木中:‖「からの支援を得ま

した。妻籠宿350,fの 人たちが、協力して

修景を進めましたのまた宿場内への車の

乗り入れは禁 I11、 郵使の配達は江戸時代

の飛脚姿でおこなう、コーヒーの提供を

しないなど、生活|“ まで伝統を守る努力

がなされました.そ の結果「木曽路ブー

ムJが おこり、1971年には60万人の観光

客が妻籠宿を訪れるようになりました.

妻籠宿の脇本陣奥谷 (林家の屋号)は、

196711に 町営郷 t館になりました.1877

年 (明治10)に建設された臓1敷は、木rH・

材を使った豪華な建物です1,表籠宿の本

陣島崎家は島崎藤村の |サ親の実家であり、

兄広助が養 rに 入った家です。明治以降

営林署として使用されたものが、130年前

の姿に復ノこされて、現在奥谷とともに町

の博物館になっていますで,奏籠宿には松

代屋 。4L駒屋などの旅籠や茶店・ ll産品

店が軒を連ねており、宿場町全体が「生

きた博物館」になっています、

妻籠宿から馬籠宿に至る中山道沿いの

段丘 11に 大妻籠という問宿があります .

現在の国道からはずれていることもあっ

て、音の宿場景観がよく残されていますG

ここにある藤原家住宅はりit′ tに指定され

ています.

妻籠宿に近い蘭は、桧笠の特産地です。
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また漆畑|ではケヤキ 。トチなどの素材を

用いて、椀や鉢・盆・皿などを造る幌輔

細工の生産が盛んです。ともに木曽から

飯田へ通じる大平街道 (現国道256号 )沿

いにあり、古い町並を残しています。

木曽郡楢川村には、中山道に沿って贄

川 。奈良井という二つの宿場町と平沢・

桜沢という二つの間宿があります。四つ

の宿駅はいずれも伝統的な町並がよく保

存されています。奈良井宿は木曽十 ^宿

の中でもっとも規模が大きく、江戸時代

には「奈良井千軒」といわれた程にぎや

かな宿場町でした。交通の難所であった

鳥居峠をひかえた奈良井には、今でも400

戸以 Lの家があり、lkm以 上にわたり木造

の占い民家が軒を連ねています。

宿場の民家は間国が狭く、奥行が長い

問取 りで、人口から奥まで土間が続く、

片側住居です。民家の庇は幅の広い板を

並べた上に、「猿頭Jと 呼ばれる木で押さ

えています。猿頭は出梁造りとともに木

曽谷北部の宿場建築の特色になっていま

す。また二階に llる のに使う「箱階段」

を今でも使っている家もあります。この

町には漆器 。曲物・塗櫛など江戸時代か

ら造られてきた伝統的工芸が、今でも受

け継がれています。その多くは L産品と

して中山道を往来する旅人に売られてい

ました。

北国街道の、本海野宿 (東部田I)は 、

道路の中央に用水路が設けられています。

かつて中央の用水路は多くの宿場町や城

下町にあったのですが、道路の拡張によ

って消えてしまいました。本海野の用水

路は生活用水として使われていました。

今でも洗い場が残されています。また本

海野には蚕種ブームの幕末から明治初期

にかけて造られた立派な大壁造りの民家

がたくさんあります。この造りは壁の厚

さが5寸 (15cm)も あり、1尺 (30cm)の

上蔵造りとともに、火災に強い建物です()

隣の家との境には防火と盗難除けのため

だといわれる「裾卯達Jが設けられてい

ます。三階の棟には空気の流れをよくす

る「気抜き」という施設があります。か

つて本海野では、養蚕と蚕種製造に便利

な民家が造られていたことがわかりますぃ

北安曇郡白馬村に青鬼と呼ばれる集落

があります。隣の鬼無里村から追われた

「善鬼」 (よ い鬼たちの意)が住みついた

という伝説があります。ここの民家は大

きなカヤぶきの寄棟造りです。このあた

りは日本有数の深雪地帯なので、重い積

雪に耐えるために、もっとも合理的な構

造の建物になっています。 1階の屋根を

支えるために、梁材をたくさん使ってい

ます.それが船の櫂のように見えること

から「船世造り」と呼んでいます。船泄

造りは自馬村・Jヽ谷村・戸隠村中社 。長

野市大門田Iな どでもよく見られます。県

下ではこの青鬼と奈良井宿・妻籠宿 。本

海野宿が国の「重要伝統的建造物群保存

地区」に指定されています。

このほか、長野県 ドには木曽福島田1・ L

ノ段町、中山道の間宿茂田井 (望月町・

立科町)を はじめ各地に伝統的な町並が

残されています。また小諸・ [1田 ・長

野・須坂・小布施 。松本 。大町などで、

民家の修景保存運動が十数年以 11に わた

り続けられています。
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あ と が き

長野県立歴史館では、毎年1冊ずつテーマを決めてブックレットを発行しています。

これで10冊 目となりました。今までは県立歴史館の展示に関する内容が多かったのです

が、このブックレットは、資料を保存・修復し多くのみなさんに見ていただくための準

備段階にも触れてみました。目の前にある資料をのこすために、よく観察し、より適切

な方法を取り入れようと努力しています。

この本を読みもっと知りたいことが出てきましたら、ぜひ県立歴史館へ来てください。

専門の職員が詳しく、わかりやすくお話しします。

最後に本書のために、貴重な写真や資料などを快くご提供くださった多くの方がたに

厚くお礼申し上げます。

2004年 3月

長野県立歴史館
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■観覧料 (常設展観覧料共通)
◎一般/300円 (200円 )◎高。大学生/150円 (100円 )◎小・中学生/70円 (50円 )
*( )内 は団体20名以上

●つぎに該当する場合は、観覧料が無料にな
',ま
す

十小・中・高・養護学校等の児童。生徒が土・日曜日、国民の祝日及び振替休日に観覧するとき
十身体障害者手帳などの交付を受けている方と介護者の方が観覧するとき

■休館日 毎週月曜日(振替休日にあたるときは火曜日)と祝日の翌日
■開館時間 午前9時～午後5時 (入館は午後4時30分まで)

【交通案内】
●長野新幹線上田駅乗り換え、しなの鉄道屋代駅から徒歩25分、屋代高校前駅から徒歩25分

屋代駅からはバスかタクシーr・6分

●千曲市循環バス(東部線)月～土運行

●長野電鉄河東線東屋代駅から徒歩20分

●長野自動車道。上信越自動車道更埴:Cからお 分

●高速道バス停「上信越道・屋代」から徒歩3分

Ｎ
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